






資 一 料

基節 昭和45年度後期研究計画応募一覧

長 一期 研 究 計 画

1. 惑星間空間物理学 と太陽系の起源の諸問題

イ)内 容

70年 2月の研究 部員会議で上記研究新高 ｢太 駿系の起源 と惑星間空間

物理｣が と りあげ られ, 6月に研 究会 を開 く予定 に夜 ?てい る O 前 回の部

員会議で説 明した よ うに,この研究計画 は ｢プライマリー若手将来計画 シ

ンポLyウム｣の中で 生れたい くつか の研究 グル ープ, ワーキンググル ープ

の一つである O この研究会は単に集ま って議論す るのでは な く, すでに｢プ

ライマリーシンポtyクや｣で 議論された研 究の現状,問題 点の整理め上に

立'って ,新 しい研究方向を見 出して ゆ くこ とが必要で ある ? この意味で研

究会 をよ り有意義夜 も~の とする為に資 料 として レンポiyクムの報告集 を準

備 したいので,印刷費 を援助 していただ きたい ｡

ロ)世話人及び提案説明者
0

舞 原 像 憲 (京大 ･理) 島 村 匡 . (早大 )

広 ′瀬 徹 ･(名大 ･理) 中 沢 清 * (京大 ･理)

, 〔連絡先 内線 5141 中沢〕 提案説明者 (O印 or*印)

2.散乱理論を中心にした強い相互作用 ･

内 容 昭和 4 5年度 前期 に基礎 物理学研究 所長期計画の テ ーマ として認 し

め,られた研 究計画 であるが,極度の予算欠 乏のため再度 後期 に､提案をお願

い致 したい と思い ます 0

19､6 01年代は加速器の発達によ り強い相互作用領域 に於ては数多 くの
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資 料

新 しい問層が提起されたo Reggepole 理論の復活, Bootstrap仮説

と対称性の理論にはじまるCurren･t代数 とChira7dynamics 理論,

FiniteErergySum Ru7e理論 に続 くJ)uality理論管理論の相互関

連及び進歩はめま ぐるしいほどであった O 今までのこれ ら一連の研究テ ー

マを持 った歌舞計画 は日本の素粒子 の餅究 に大いに寄与して きた と確信 し

ているOこの ような終況下に於ては絶えず問題集理 と討議及び新しい問題

提起が練 り壇 えされなければ夜 ら登い . このような討議の場が保証 される

と同時に研舞者育成の場が保証される ことを願 って年 2Lb-1の研究会を開催

したい.1二重にテ 丁マを決めないが散乱理論を中心托 した強い相互作用の研

究会としたレ､O もちろん現在では強い相互作 用,弱い相互作用,電磁相互
＼

夜用等々分けて研究す ることの意味がな くな りつつ あることは留意 してい

るつもりである｡

世話人及 び提案説明者

o細 田 昌 孝 (阪大 ･埋 ) 高 木 富士夫 (東北大 ･理)

徳 田 直 樹 (東大 ･理 )

時 期 6月中旬. 11､月中旬

人 数 ～50人/ 1回

場 所 基 研

5. 素粒子の弱い相互作用

･前回の研究部員会議にお亘ハて, この研究計画の 中の研究会の部分 につい

ては,開催希望時期が今年度後単にを っ貞てい るため,世話人として研栗 連

絡の部分が認め られる忽ち研究会陀ついては後半に一再提案して もよい と申

出て,その通 り韓定 されたO

そ こで 今 回の研究部員会議に研究会 の部分を提案する.
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資 料̀

内 容 …弱･い相互作用の研究は,素粒子の もつ独自の階層の相互作用の構造

を解明する こと̀と共に,I:- ドロンと-レプ.トンを含めた普遍的な相互作用を
ら

通 して,-L/プ トンか.らノ､ドロン迄つながる素粒子の統一的 ･全体的をスキ

ームを探 る手がか りを得る上で重要であるOこの研究計画は 1966年 と

1する7年把行われたモ レキュール型 グル ープによるNon-1epton･ic相

互作用の研究に関連があり, 1969年の ｢素粒子の弱い相互作 用｣ の長

期研究計画に続 くものである O これ らの研究を通 じて,種々の理論の共通

の特質 とその限界の究明が進展する と同時に,強い相互作用の補正を受け

た弱い鹿卑作用の示す新しい特賀 (強い相互作用の対称性の破れ方 と弱い

相互作用の席造との類似性,Absence rule など)が浮 き彫 り̀托されて

きたO 今年度 も昨年度にひきつづいて次の内等を,も､った長期研究計 画を提＼

案したい,

(1) Non 7eptonic 相互作用の示す上記の新しい特質を,他の分野 (演

い璃互作用など)り進展 と聞達 させ乍 ら東に究明するO また,現在ます

ます重要に夜bつつ一ある弱い頼互作用の高エネルギー領域での振舞い,

レプ トン.,･ダイナ ミックス･tpの破れの問題等,弱い相互作用薗有の

構造を明らかにすることを目的 とした研究について既に各地で進め られ

てい る具体的を仕事をもとに新 しい ideaの交換;相互批判のつ ちこん

だ討論を行いたいe

(2) この研究計画は今迄も異 る研究室間の連絡 ･共同研究が強い基盤 とな

って進め られてきてお り,現在その必要性はますます高 くな って きてい

るO今年度 も上 れを促進し,必要な場合はこく小人数の象 りを随時開い

て,.研究連絡を密にさせて行きたい .

世 ､話 人 ､ 小沼通二 ･戸 田 東 ･中川 昌美 ･′村山昭治

(連絡責任者,小沼 .提案説明者戸田)

研究会開催希望時期

1970年 12月 or -1971年 1月 於京都
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資 料

参加予定者~数

研 究 会

研 尭 連 絡

約 20名+I(京都の人 )

延べ 20名程度

短 期 研 .究 計 画

十 素粒子の時空記述

l提案理 由

素粒子の時間 ･空間的な qひろが り'を考えに入れて,素粒子の統一的
＼

記述 を行なお うとす る研究会を提案す るo

hままで, この固一･題 目の研究会に よって次のようなことが行われた｡

1 時空的模型の提唱 : 剛体 ｡弾性体模型 ･非局所場模型 ･素領域

iトノ内部変数の換討 : ス ピノル変数 ･ス ピンの導入 ･Uf3J)tria]ity･∫

無限成分･

lil 散乱坂 巾との幽遠 : Regge 軌道. Veneziano振巾の園子化, 4
I

次元量子化

これ らの成果に立 って今回の研究会は次の ことを白襟 として計 画す る∫｡

Ⅰ 模型の収束 : いろい ろな模型の検討 とその一本化 をはか る

∬ 新要素の導入 : 高エネルギ ー物理学全体の進展の中で,新 らしい要

素をこの試みに入れる可能性庭坂討す るO

取 相互作用 ･量子化q)換討 '. ひろが った粒子 の相互作用お よび 4次元■

量子化の検討散乱振巾の導 出｡

時 琴

規 模

湯川秀樹,片山泰久, 田中 正

11月以後 (年内) 5日間

参加者 40名程度 (内京都周辺～ 15名) 丑については講師

依頼O今回より出来れば 10名前后蛙若い研究者を対象とし

て公募する予定｡
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資 料

2.横桟進 一 新 しい原子核像の追求

イ) 趣 旨

､原子核構造の現在の理論は,強い短距離力の もとでの平均場形成と独立粒

子像の成立,平均場の時間的変化 として発現す る coHec,tivity の平均場

に くみこめをい相関効果 とそれを表現しうる有効~相貫作用の研究が柱になっ

ていると考えられる｡特に, この 10年間程の間には, これ らの問題考多体

論的アプローチで基礎づける方向での研究が展開された C しか し,別の見方

をすれば･この ような発展の過程怯 ,原子核忙対する観念的勢 東に箪 るよう

を質的発展 より喧量的孝 発展の面が強ふ った と言わねばな らないO

実験的情報の増加に伴 って,今後このような方向での理論的精密化がす ゝ

むである′うが,それととも妊 q既成 りの理論的砕鵜におさま らない問題や原

子核の多様性に新たな贋 を加える匠至るような現象が出て くることが期待さ

れろ O また今迄の研究は轟底凍態近傍に重点がおかれてお り,高い励起状態
～

については,現在の とこ ろ物理像 として末だ息とまった ものはな く.手掛 り

になりそ うな部分的卑 見をもつにす ぎない萌芽的段階にあるO ､原子核の理論

紘,次の発展を待つ前段 階にあると言えるように思 うO

現在我が国の原子 核理論の研究については,すでに相 当数の研究者がお り,

個々の仕事ではす ぐれたもの もあるが,原子核研究での考え方の基調を決定

する意味で影響の大 き.い仕事 とい う泉でみると, もう一歩との感があるO'-

方,革い研究者膚が独自の構憩で仕事をす ､め うるまでに成長して きている

面 も見 られる｡

以上のような状況にあるので,個別的な研究課題を こえて全体的な現状整

理を行いつつ,将来の理論の方向を探ることを主眼として,

仙 核梼準を記述す る現在の理論の基礎 と適用限界

(M .相関は どこまで出揃っているか,未知の殖閑があ り.つるとすれば どの よ

うなものか,有効相互作用の問題l■

恥 高い励起状態の物理像を形成す る上で手掛 りに冬ゐ現象及び考え方
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資 料

aV) 原子核の新 しい側面を開拓す る と期待され るもの (e･g. 重 イオン反

応,安定核か ら離れた領域の原子核,中間子反応等う

の諸点 を中心に, 僻別的な研究結果の報告 よりは問題提起 と討論を主にした

研究会 を行いたい-b､

尚,参考までに若手研究者の問題 として も,､研究上での情報交換以上に戦

略的な討論の場の必要性が強調されて恒ることを附記 してお く. (若手夏の

学校の報告,素研 4 0 , Jra5)

ロ)提 案 者

大坪久夫,末包 呂太, 高田健次郎,森 田正人,高木修二 玉垣艮 三,*

田中 -,(研究会の性格か らして,提案は研究部員会議のメ ン'バ ー-

が行い,､実施に際 しての世話人 については,範囲を広 げて改めて考え左 )

*)提案説 明者並 びに連絡責任者

**)2月の研究部員会議で後半再提案にきま った もの夜の¥,その時

の提案者｡

-)実施時期等

1 1月頃 4日間 (7- 10月は個別的課題 についての検討,準備の期間

とす る. 研究会のや り方については,学会,研究部 員会議等の機会に も相

談す る ｡ ) .

ニ)参 加 者

約 50名 (概数 として,北海道 4名,東北 5名,東京方 面 15- 17名,

関西 15- 2 0名,九州4名,そ の他)
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資 料

5. 宇宙論と′銀河の起源

研 究 計 画

これまで上記テ ーマについて, 1967年か ら5回にわた って研究会を開

いて,熱い膨張宇宙の初期における銀河系形成の問題を調べてきたが, この

-たびこれらの研究をま とめて, プログ L/スの Suppl即Ient に投稿するため,/

共同で原稿 を作 りつつあるOこのため執筆者を中心に小研究会 を開 きたい と

考えています｡なお作製しつつ あるま とめは次のよ うな内容になって;います o

l. 宇宙論の現段階

2. 膨張宇宙に於る物質と天体の逸化

5. ;銀河系の形成

a) 重力不安定 b) 熟不安定

4. 銀河の構造進化

a) 銀河系の構造 b) 銀河進化 と準星

:5.＼銀河外空間における物質,転封,宇宙線,藤場

世 話 人･ 会 津 晃, 佐 藤 文 隆 (提案説明)

凍 ･研究会の開催時期 7月中旬及び 1月の 2回 i-1

参加予定者 武谷三男,河鱒公昭,会津 晃,藤凍 光昭,佐藤女隆,
Pl

早川幸男,林忠四郎,成相秀一,富 田憲二,-祖父 江,

近藤正明,松 田卓也,武 田美徳,

4.統計力学における基礎的静間題

主 旨 1968年の統計力学国際会議では, BasicProblems in

statistical~Mechanicsが一つのテーマとして取上げ られたが,その
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餐 料

後,例えば,

1)相変化のあり方

2)平衡状態-の接近 に関す る問題

5)従来の統計力学の適用限界 とその拡張に関する問題

等においてかなりの進展がみられるO

最近 の研究会は比較的テ ーマをしぼ った project的な ものにな っている

が, これとは逆に,この際,種々の異なる専門領域の研究者が, 自由に意
I

見を交換 しあい.今後の研究方向,問題点を見定めて行 くよう夜会を開き

たい と考えている.人数等具体的改鋳催方法については研究部員会議の際

にイン■フォーマル ミーティングの燦に相談する予定であるO

提 案 者 松 ､田 博 嗣 (基研)

モ レキ ュール型 研 究計 画

1. 核内の有効相互作用とf-p shell核の核構造

(計算餐追加)

内 容 太研究テ ーマは既に 45年度前期の研究計画に応募 してあ.るO

その~主旨に従いp-fsheH 核の有効相互作用について 研究 を進めて き

たが,い くつかの問題 に関 し,具体的に数値計算を行い実験 との比較をす

る段階に凄 してい るO

計算は当面

l)A-56領域の Shellmodelによる現象論的有効相互侭鍔の検

討及びその核構造 I

tI)G一行列によるpf-sheH領域の有東軍享作用の如算r

をテーマに行われるO
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資 料 /

世 話 人 / (説明者 o) ､

小 川 健 吾 (東大 ･理) ＼久 保 謙 一o (東大 ･核研)

永 田. 忍 (京大 ･理) 宇 田川 猛 (京大 ･理)

2.多 重 発 生

要 旨 二体の素粒子反応の分析により･多 くの注 目すべ き事実が明らか_托

され,また新しい概念 (I)ualitye.tc･)が確立されて きた段階において

は,多重発生の分析が,新たな重要な課題の-つ とを っているo

多重発生過程の分析により,ニ体反応･では現れなか った新しい側面が,

どのよ.うに現れるか,また多様性の中の規則性は何を意味するのか,逆に

宇宙線の分析に_よ り得 られた結果の高 くつかは.1はたして二体反応の延長

上にあるもの として理解 しうる ものか ｡

これ らの課題を意識しつつ,かつ個々のProc占-ssの分析 をふまえて,

多重発生における新しい負を追求してい くO

世 話 人 野 田 二 男 (九大) 鍵 山 茂 徳 (九大)

提案説明者 門 田 虚 実 (京大)

開催場所及び時期 基研 11月中旬

参 加 者 9名+α

5･ Hadronの複合粒子模型とChi干al対称性

近年カL'ン ト代数+P･C･A･C+SoftPion鞍立場か ら,多 くの Low

energy theoremが導びかれ,それらは実験 とよい一致をみた,さ らに最

近の研究 (Wei汀berg,Scthwinger.Dashen andWeipnstein等)によれ

それ等の成功の意味す るところは hadronの世界が 叫Chiral対称性王小さ
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資 料

夜破れ 'の性質を持ち, ギスカラー中間子が近似的に南部 -Go7dstone
･ヽ

Bosoll と見なせ ると言 う騰象でとらえ られるべ き̀モあることが分 って来た｡

その破れの構造 も分析され始めているo hadronq)世界が q Ch.ira卜対称性

+ギスカラー中間子の南部 -Go7dstone Bosorl の存在 'で近似的VCとら

えることが 出来ると言 う事は複合粒子模型の電場 に立 マて hadronの梼潜を

調べ ようとするとき,新たを,重要な手がか りと方法を我々に与えて くれる

もの と思われる (写スカラー南部 -Goldstone Boson が urbaryon-

antiurbaryon のmass7ess bound state として作 り出されているとI

言 う情報 と小さな破れがプローブとして)具体的には次のよもう香車 を明 らか

にしたVIo

1) urbaryon の世界のもつ basic を対称性はSUt3)⑳ SU(3)か U(3)㊨

U(3)か, これはギスカラ ー中間子 をOctet と考えるか, hTonet と考

えるか と言 うことと関係 しているO もLGc17-Man etalの ようにそれ
ウ

が SU(3)㊨ SU(3ほ らurbaryon閲の力 として二体力以外に三体力のよ

うな ものを考えな くてはならない O これの意味する ものは何か0

2) hadronの世界で近似的に成立っている, chiral対称性は ギスカラー

J 中間子を南部 -Go7dstoneBoson と考えるべ き事を要求 してい るO

南部は urbaryoll-antiurharyonの bound stateとして,南部 -

Goldst｡ne Boson を梅成す ることが出来 る事を示 した 0 -万 mass∫

spectrtlm 等の分析でのSU胤の成功がある｡これ等の描象 と南部 -
/

Goldstone Boson との関係はど うなっているのであろ うかO

5) urbaryonの世界での対称性の破れの構造 とhadronの世界でのその表

われかた との粥係

4)この立場 とWeak interaction,E.M interaction との関係 O

参 加 者 小林 誠 (名大) 近藤弘樹 (佐賀大) 牧 二郎 (基研)

益川敏好 (京大) + a (* 報告者)

時期及び 日数 10月頃 6日間 十 年が明けてか ら5日間

場 所 基 研
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4.Urbaryon模型による素粒子反応
crJ I;

′
I~

｢Urbaryonの くみかえ｣とい うTL場か らhadronJの様か査反応め性質が

明 らかにされたが,この方向で,Urbarycn 7ineに どれだけの属性をつけ

加えるのか とい う点 を中心に hadronの構造解明を行いた桝′O前期モレキュ

ール 型の研究会で,新 しい局面が明らかにされたが,これをさらに発展 させ

たいO 当面の大 きな課題は以下の諸点であるO

川 2体の rearrangement

U) H.X.Z 型の分析

Reggepolemode一.Resonancemodel あるいはその間の

duality･を考慮したVeneziano'model は;大体 impactpaiame-

ter ･L･b～～5GevTlぁた りの領 域をよく表現 した_もの と考えて よい こと

が,かな りは っきり′して きくたO (OBEの領域)

a) Z型グラフや,main traject･or,y一以外の resoムance (例えば

-d'aught唇 にあたも もの)紘,まだそれほどわか っていない o

b)･叉 impactparamcterがそれより少さい領域で何が効 ( ''かは今后

の課題である｡

C) urbaryon line匠 unitary ヲpin だけで夜 くspinとい う属性

をもた した方が よいかど うか｡Meson-baryon 散乱その他の現象論

的なチェ ックが必要であるo

a) urbaryoP 7eveTで統計 姓を考慮す ると･ Iizuka'ru亘 をやぶ

るグラフの coh●tribution があ り, これは low-parti-al'巌 veで

の み有意の大 きさをもつ定量的にもこういった催賓が合 うか とうかと

い うチェ ックが必要であるO･_ '

又, parastatisticsの.場合について も検討すべ きであるo

e) 多重散乱 の e.ffect･が表われるか どうか ｡

◎ 特にdi-p の originについて,一重散乱と二重散乱の干渉 と

して表われる もめ-例えば､pp.散乱の l+I-1QGev)2あた りの

dip は.これがどうかを確かめる必要があるO .

' -577-,



資 料

担) fld.Xd の問題

pp散乱などに表われる強い斥力の originはけ)の d) の effectで

説明されるのか, もっと新 しい質のグラフ (Ⅹd)の effectが必要な

のか｡

一方 BB散乱では (Hdのグラフ)略々 2倍の baryollmaSS 位の

hinding ener牢yを くって ordinarymesonが作 られ a '0億 い引力)

をもたねばな らない O こわーorigin は何かo

dualjty を仮定す ると次の ような図式で表わされる｡

｡rdinarym｡sonの交換 - exoti占m｡son を作る

い ross･ing re･alion 'W d (H位 の力 )

exoticmes()n の交換 - ordinaryI托SOn を作る

(fld位の強い力)

再 H′Ⅹ′型の問題

hadron- Co15q>+CllSqlq竃>十一一

のように 5体の configuration の成分を含んでいて IC112の order

で ex｡tic resonance (例えばZ*)が生成されるとい う可能性につ

いて検討するO

つま りhadronの中で urbaryon pair が発生するわけだか ら, これ

は Iizuka ruleをやぶるO (lCll芝 程度で)

⑳ Iizuka ruleのやぶれは

hadron内での pairの発生

mixing allgle を考える

統計 睦 /(川㊤ d)

とい う三つのoriginが考え られ る0

日i) 多重発生
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資 勅

机 5体の現象論を urbaryon lin早を用いて考える. この考えでは,メ

Cht?n･Peter早On などの分析 と異な.る締巣を導 く,その差 を追求する

ことによって, urbaryon lineの属性を明 らかにしてゆ くO:

働 n体_の production amplitude の energyde～pendence は t

channi7.終 rearrangeサ る数MR に舶係 して (±S)~2rnR
(γ:C叩 St) (但 し士は･fIか Xによってちが う)として うま く説明さ

れるようにみえるが, これはMuJti-Reggeとは多少異なる結果 を与え

るO 現象 と比較 してさらにurbaryon rearrangementの一般的な性

質を明らかにしてゆ く. 1 以 上

参加予定者

小林庸浩 (束教大)･笠 口陰茎 (九大 ) ､松岡武夫 (名大 )

豊田文彦 (九大) 吉田俊博 (京大) 二宮勘輔 (名大)

井町昌弘 (九大) *坂東･昌子 (京大 ). 沢田昭二 (名大 )

若泉誠一 (基研 )

*印は提案理 由説明老

人 数 10人

場 所 基研又は九大

実施期間 9月下旬叉は 10月IVC研究連絡

5.不規則系の問題に於る高次の項の効果

研究目標

格子上の原子が置 換 型 不 純 物 で お きかえられた模型で,電子状態あるいは

フォノン'･スペク ト ル を 調 べ る 研 究 が ,種 の々方法を使って進められているO

波動関数の局在 の 問 題 , エ ネ ル ギ ､一 帯 の す そ ( tai日ng)の問題,スペク

トルの敏細構造 の 問 題 と , ア カ デ ミ ッ ク な 意 味 で も 論 点 は のこ.Sれており,

叉,非晶形物 質 の 研 究 へ の 理 論 の 応 用 ･ 拡 張 の 要 請 も あ っ て , 現 在 この分野
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の研究は,その重要性を増 しつつあり,世界的に も新たな在日をあぴているo

我 々のグループで も,ここ 2- 5年 この間題 ととりくみ, グリーン関数法に

よるアプローチをこころみて来たOこれまでの成果は,(n石塊別系の間願に

対するグリーン関数の解析性を明白にしたこと,伊状態密度等に対する系統

的な近似法を表式化した こと,(5)これ らの方法を使 って,エーネルギースペク

トルに対する定性的な議論を行ったこ士,@)上記の結果に基いて電子状態及

びフォノン ･スペク トル.匠関するい くつかの数値結果を得た こと (具体的に

は, 1-次元系に対̀す る計算は,ほ ゞ完了 しているo )をどであるO我々は本

年度 もひきつづいてこの分野の研究を行いたいO 今回のモ レキュール型研究

会の目標 としては,高次の項を とり入れ七, 5､次元の模型 (電子系及びフォ

ノン系)のヌベク トルの数値計算を行い,高次の頃の効果を調べて,模型及
･､

び近似 と,それか ら得られる,*異 との闘係を総括的に論 じたいo

) (

代表者 (提案説明者)

長谷川 洋 (京大 ･理 )

参加予定者

中村充伸,小山愛一郎,神田邦彦,迫田昭一郎 (京大 ･理)

米沢富美子 (東工大)

そ (/:) 他

1. Islng Spユn系の相転移

研究計画

王SING S_PIN 系の相転移の機構を交配するものとして,次のものが

考え られる｡

1) Bondの位相幾何学的配置

i-58日-

･､



資料 ･人のうとき

a.最近接ス ピン数

b.相互作用が もとのス ピンに戻 って くるpat)の長さ,敬,種類

C.系の次元数

2) 相互作用の異方性

5) 系全体のス ピンの個数

上㊤ l).2).5)をパラメーターとして, 系の帯砲率や比熱について,

maxmum a)値,位鮭,形及びcritical index等が, どの ように変化す るかを

誠べるo そして,相転移の機構,一次元 (二次元, 三次元)の系とは何かの

解明を目的 とす る｡

この計 画では,任意の 2ス ピン間に,任意の強さの相互作用を考えて

EニーCzpi - J 1 2pi Pj - J2 2pk P8----

Z-2
L〟i〉=±1

exp(-E/kT)

ISING SPIN 系の分配函数を厳密に求めるo電子計算機を使用す れば,

比較的短時間に数十個のス ピンか らなる系の分配函数を求め ることがで きる

と思われるので計算費を認めて政一しいo

提 案 ■著 渡 辺 準 (京大 ･理)

人のうこき

Dr.J.F.I)iHon,Jr.の講演

代Somemagnetoopticaleff-ects inmagnetic insulators廿

が 7月 22日 15.00よ り北大理学部物理学教室において行なわれたO

(物理学会北海道支部主催)
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ニ ュ ･一･ス

ニュース

o北大物性談話会､

第 1 1回 :5､月 17日 ｢複雑な結晶構造 を もつ遷移金属間合余の物性｣,

毛利信男氏 (北大理)

第 12回 :4月 2■2日 ｢氷 と電子｣.,六轟二郎氏 (北大工 ･応物 )

第 15回 :5月 1_5日 ｢金属 Vanadiふn の異常温度付近 の物件｣,

千葉利信氏 (北大理 )

第 14回 :5月 27日 ｢イオン結晶中の不 純物の振動状態に関す る最近の

問題｣,塊江忠児氏 (東北大工 ･応物 )

第 1 5回:7月 8日 ｢磁気的頼転藤 に伴覆 う輸送現象 の異常｣

森 肇氏 (九大理 )

○講演会 ;於北大 一

､｢最近の結 晶塑性 と格子欠陥の研究の動向について｣ 鈴木 華 氏

r -.(東大物性研)

(主催 日豪優麗学､会,鉄鋼協会北海適支部,共催 応用物理学会,

日本物理学会北海道支部 )

d SomeMagnetooptica7Effects inM<lgnetic lnsula.tors 廿

f)r･J･F･f)iHon･Jr･ (BeH TelephoneLaborator.ies)

(主催 日本物理学会北海適支部)

北大,物性談話会

1970.7.8 森 肇氏 (九大理) ｢敢気的相転移に伴 を う輸

送現象の異常｣
1

7.25 玉重三男氏 (北大生物)l｢動物 の運動 における

自動制徹｣

9 .2 (予定)阿部寛氏 (北大工応物) ｢半導体における

Magneto acousticEffects｣
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ニ ュース .ブレブリン ト案内

東大教養物理

4月以後の物性コ ロキクム

4月 17日 末 同 値

24目 安孫子誠也

5月 8日 浅 野 太 郎

15日 ′間 太 謙 一

19日 松 田 博 嗣

22日 ･永 井 克 彦

29日 三 沢 節 夫

6月 5日 岩 本 文 明

12-B 確 井 恒 丸

-19日 峯 蟻 章 郎

28日 一一丸 節夫

7月 5日 藤 原 邦 男

1･0日 柴 田 文 明

17日 斎 藤 基 彦

プ レプ リン ト案内

PositronAnllihilation

-磁子 一音子 相互 作用 (修士論文 )I

RigorousTheorems on the

hreisenbergModel

Polaron (修士論文)

融解現象をめ ぐって

不純物を含んだ ising 模型の相転移

FermiLiguid

4fleのRaman Scattering
′

ノHe-の問題点

Metal-InsulatOrTrzinSition

ベ ル サ ーの 栢射 機構

周期場中の positroIlaIlnihi7at_ioh

Andersonお よびWoHfMod占)における

S-dAilOmaly

Genera一Th印 remS.On Ferromagnetism

andFer･romaglletic､Spin.Waves

byT.Izuyama (論文紹介)

〔東大教養物理〕

o H.Ezaw串.T.Kuroda alldK.Nakamura:Electrons and
･ヽ､

W Surfons" in aSemiconductor Inversion Layet.

oH..Ezawa,S.Kawaji,T.KurodaandK.Nakamura:Electrori
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プレプリン ト案内

Mohility in･a Semico】nduct(lr hVerSi(-∩Layer

T Possib.1eContribution from BulkLPhonons 一

〇 托.Mamada and F.Shibata.'･Mag.neticSusc､eptibility of

theWolfト Mo.r;it･･yaModel.

o T.Izuyama:Genera一Theorems on Ferromagnetism andp

Ferr(1magnetic SpinWaves.

1

o F.Iwamoto:On theRamalトScattering in Lquid Hel･ium.

〔日大理工〕

o Group Theory of Superfluidity. (A.i.So一omon)

o FadeMeti10d for thePh;lSe EqLIati｡n with SinglHar

Potent･j(11S･ ､(W･M･':即 oet a王IdA･軋 Zimerman)

oOpticL･ilProperties･of the impurity Centres. Ⅰ..I

(A.F.Lubchellko)

o SelトCo11SistentPhunops lilFerromaglleticCrystal.

(NLM.,!Plakida')

o PhotorAbsorptionMeasurement･ofLi.Be,Na,Mg,Al ln

,theXUV R<lnge.

(R.､比aensel.IG.Keite7andB･Sonntag)I

aOn a Sign of an Imaginary Part of,Quas･トPotential.

(P.N.･BQgOlub｡Ⅴ)I

oNuc一eus Forfnatilon in Ste一larMatter.

(I.Ne血eth andI).Kisdi)

oCorモtinuityl･of the Pressure as a Function of･:theDensity

forSomeQuantum ′Systems.

(J.Ginibre)
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プレプ リント案内

oOn .theQuantum St′at,isticsflamiltonians and oli theModel

Hamiltonian,s of/1theTheory ofSuperconductivity.

(.D.Ja.Petrina)

o{)n theGeneratingOperato.r forGreenJs FunctiLOnS
ノ

Equations.

(S.S. Ⅰvonov)

oVibronicSpectra oヾfCrystals under Equi●1ibrium Position

Arh,itraryShifts ofAtoms inMo7ecu7es･

(A･S･I)avydov_andA･A･Serikov)

oTheory of theVihr｡nicSpectra ofMolecularCrysta一s.

(A_.S.1)avydo示 andA.A.Serikov)

′〔九大理,/物理,物性琴論 .(森,川崎,都築研日

oChik?ra Ishii'

JosephsonCurrents.through Junctions

p tiiroshiUeyama

Phen｡menologicalTheory ofSoundAttenh'ation Near The

･}-Pointof.LiquidHelil甲

o RichardA.FerreH

Temperaturet)ependenceof the infrared Divergence ir°

the∫)egenerate FermiGas･ .

o Toshio Soda.Katuro Sawada andTsuneo Nagata

ThermodynamicBehavior of aModelflamiltdnian for a･

Mixture of･He5 andfle4.

o ∫.P,Hurault and K＼.Mムki
＼●

Breakdown of theMean Fie一dTheory ln the

Paraconducting Region
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ブレブ1)y ト案内

o Toshi¢SodA

SpatialI)ependenceof a'SuperconductiveOrder
l

Parameterwith Rondo Effect.
､ ′い

o M.P.SchuThof andP.lqeHer.氏.NathanS andA.LiIIZ
1

Ine7asticNeutron Scatterin-g/from MhF2 in the

critica7ReglOn

oMasakazu lchiyanagl

CriticalAnomaly of the First Sound near the }-point

ofHe一ium

o Ge一tEilenberger

Momentum Conservation･Time∫)ependentGinzbur等′

Landau Equation and Par′aconductivity

¢ KiyoshiKawamura

OnePartic一eGreerlFunction I)efined for the s-d

BoundState II.

⊥｣ GeneralForma一ism with Ordinary s-dHamiltonian-

o B.Giovannini

lnfluenceofSpin十OrbitScattering or.the s-d

ExdhangeNiOdel.

oM.∫.Rice and 0.■Bunce

Anomalous Electr-on-Phonon Resistivity ofMetals

ContaininglMagnetic Impurities.

o B.求.Cooper,氏.L.Kreiger. andB.Segall.

Characterization of energy Bands inMet(17s hy

tStattering Pha}seShifts.

o Fumiaki lwamoto

On theTwo-Branch Structure of the Excitation

Spectra in､Liquidfielium
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ブレブ1)y ト案内 ,

oM.Witse

Experimentaland TheoreticalStudies ofFi7amentary

SuperconducJir)g Composites.

o P.M(lZur andTh.J.Siskens

f桓TmOrlicOscilTatorAssemh7ies in-aMagnetic Fie7d･

ofiartwig Schmidt

TheOnsetofSurfaceSuperconductivity.

o Glo'ranNiklasson

TheoryofTransportProperties of anAnharmonic

Crystal.

0,iiirotsuguMatsuda and Kazushige lshii

Localiz三Ition ofNorma7Modes and Energy Transport in

theDisordered fiarmonicChain.

o ∫)irtyLimit.紘.Makュ

NonlinearResponses inType H Sup-erconductors i.

oK.Kajimura andN.Mikoshiba

Fluctuations in theResistiveTransit/ion inA一uminum

Fi7ms I - PurityI)ependence.

oK.Kajimura andN.丸舶koshiba

F】uc,tuation in theResistiveTransi/tion inAluminum

Fi)ms II. - NonHnear Effects.

o S.ttistler. P･Mittelst<ledt′andW .Weyer

The Equation ofState forNeutronMatter二

o A.L.F7eischer,fI.A.Hart,Jr..I.S.Jac.obs.P.B.Price

W.M.Schwarz -

MagneticMonopoles:Where areTheyandWhereAren･t

They?.

o R.R.Hake
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oG. Iadonisi.M.Marinaro andR.Vasudevan

Possibility ofTwoStagesいofPhaseTransitionin an
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On Ruderman'sTheory ofVortex-LatticeVibrations in

Pu]sa.rs

oA7exanderL.Fetter

Low-TemperatureProperties of a, I)enseCharged Bose

Gas

●

編 集 後 記一

暑中,徹見舞 申し上げます O 京都は, この ところ 5 0数度の身 も走る暑さ

が続いてお ります o それに加えて,今夏は光化学スモ ッグ等公害 (もっとも,

q公害 "と言 う言葉は無茸任極 ま りないものであり,むしろ 伽工害 ', q鉱

害 "或いは q交害 oとで も書 くべ きでしょうが)によ り,益 々住みにくい夏

にな ってお りますO

さて,昨年来の特集や懸賞論文 という企画に続いて,覚 月号で発表 しまし

たように,特派員制度がで き,新たに誌面を賑 して くれ るもの と思いますが,

更に新らしい企 画として,今号の編集会議で,学会に於ける "招待講演 .に類

似 した q招待論文 "とで もい うべき案が,･話題 に怒 り,検討する事になりま

したO 主旨は,様 々な分野の主として若手研究者一に, q物性物理学の展 望 廿

等,色々な問題について1,発言 (若手の謝礼が出るか もしれませ.A) して も

らお うとい うものです O 御意見が,おありでした ら編集部までお寄せ下さいO

尚,小野寺氏が編集員を辞されましためで新たに垣谷氏が京都編集員に怒

られました｡

7月 25日
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お＼しらせ

編集会議C)日程変更o)お知らせ

編 集 部

前月号でお知らせ しました各地編集員を含めた編集会議の 日程を ,物理学

会年 会 日程▲C)変更に伴い下記cjように変更 します.閉 じた会ではあ りません

a)で ,編集員以外o)方でも ,興味をおもち0)方は是非 御 出鹿下さい.
～

1. 日 時 10月 5日 (月) 午後 5時

1. 場 所 日本物艶学会年会 (於東京学芸大学)における In圭一ormal

Meetlng 0)会場 -(当 日掲示が出ます)

物 性 研 究

第 14巻弟5号-

1970年 8月20日発行

発行人 松 田 博 嗣

京都市左京区北白川追分町

京都大学蕗川記念飴内

印刷所 昭 和 堂 印 刷 所

京都市上京区上長者町室町商人

T且L鮎か1659 組)4789

発行所 物性研究刊行会

京都市左京区北 白川追分町

京都大学湯川記念館内

-589- I-
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